
第１回

福島市地域クラブ活動推進協議会

令和７年７月２５日
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＜委員名簿＞

所属等氏名区分

国立大学法人福島大学小川 宏有識者

福島地区中学校長会会長（福島第四中学校長）渡部 正晴

学校教育関係者

福島地区小学校長会会長（飯坂小学校長）小川 尚子

福島支部中学校体育連盟会長（信夫中学校長）佐藤 力夫

福島第三中学校教諭草野 温子

清水中学校教諭本田 純也

福島市ソフトテニス協会 理事長菊田 悟

スポーツ団体関係者
福島市ソフトボール協会 理事長矢吹 淳

スポーツ少年団代表遠藤 亨恵

福島市地区スポーツ連盟 副会長小野 孝二

福島市文化連絡協議会 理事吉田美智子文化団体関係者

福島市小中学校PTA連合会 常任理事皆川 沙織
市立学校PTA代表者

福島市小中学校PTA連合会 副会長齋藤 智之



本協議会の目的

福島市立中・義務教育学校の生徒が、少子化が進展する中でスポーツ及び文化

芸術活動等に継続して親しむ機会を確保することを目的に、中学校における部活

動の地域展開・地域連携の在り方、さらには地域クラブ活動等の環境整備につい

て総合的に協議する。
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R4.6月
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「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」（令和4年12月 スポーツ庁・文化庁）より
6



R7.5月
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改正スポーツ基本法 （R7年6月13日可決、成立）

（生徒が継続的にスポーツに親しむ機会の確保）

第十七条の二
地方公共団体は、中学校（義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程

及び特別支援学校の中学部を含む。以下この項において同じ。）の生徒の数の減
少及びこれに伴う中学校の部活動の実施に係る状況を踏まえ、中学校の生徒が継
続的に多様なスポーツに親しむことができるよう、地域の実情に応じて、学校、
住民が主体的に運営するスポーツ団体（第二十一条及び第二十二条第一項におい
て「地域スポーツクラブ」という。）その他の団体との緊密な連携の下に、中学
校の生徒が地域においてスポーツに親しむ機会を確保するために必要な施策を講
ずるよう努めなければならない。

２ 国は、地方公共団体に対し、前項の施策の円滑な実施のために必要な助言、
指導、経費の補助その他の援助を行うよう努めるものとする。
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国の今後の主な予定

● 令和７年８月
・令和８年度概算要求
※あわせて、地域クラブ活動の定義・要件等や受益者負担の金額の目安を
提示することを予定（事前に有識者による議論を実施）

● 令和７年冬頃
・総合的なガイドラインの改訂（事前に有識者による議論及びパブリックコ
メントを実施）
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本市における令和５年度以降の主な取組
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2022（R4）年度 2023（R5）年度 2024（R6）年度 2025（R7）年度

部活動の在り方検討委員会
・保護者・スポーツ団体・文化団体代表者等を加え

る

部活動の在

り方検討委

員会

改 革 推 進 期 間

実態

調査

ワーキンググループ（学校教育課・教育施設管理課・生涯学習課・スポーツ振興課・文化振興

課・スポーツ振興公社）

地域クラブ活

動推進協議会

【剣道】11回(市剣道連盟)

【陸上】11回(県北陸協)

【吹奏楽】5回(吹奏楽連盟)

【水泳】2回(市水泳連盟)

【柔道】2回(松川スポ少)

【剣道】12回(市剣道連盟)

【陸上】12回(県北陸協)

【水泳】15回(市水泳連盟)

【吹奏楽】7回(吹奏楽連盟)

【合唱】12回(合唱のつどいｱｶﾃﾞﾐｰ)

【卓球】1回(県北卓球協会)

【ｿﾌﾄﾃﾆｽ】3回(市ﾃﾆｽ協会)

【ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ】1回(県北ﾊﾞﾄﾞ協会)

【美術】1回(教総課)

【剣道】12回(市剣道連盟)

【陸上】12回(県北陸協)

【ｿﾌﾄﾃﾆｽ】3回(市ﾃﾆｽ協会)

【合唱】前期15回(合唱のつどいｱｶﾃﾞﾐｰ)

【水泳】15回(市水泳連盟)

実態

調査

【美術】5回(教総課)

【吹奏楽】R6同程度予定(吹奏楽連盟)

【卓球】3回(市卓球協会)

コーディネーター配置

運
動
部

文
化
部



【運動部】競技団体主催の合同練習会について
〇令和６年度
陸上、剣道、ソフトテニス、水泳 → 競技団体主催練習会
卓球、バドミントン → 専門指導者を講師とした

部活動合同練習会

・専門指導者のもとで指導を受けることができている。
・学校の枠を超え、生徒同士が交流できている。
・学校に部活動がない生徒も参加できている。（陸上）

・競技団体における運営資金の確保。
（参加料だけでは十分な運営ができない現状）

・会場の確保（大会や他団体の利用との兼ね合い）
→ 今後実施回数を増やすことは難しい。

・参加者集約、練習会運営等の負担が競技団体に発生している。
（既存の大会や研修会等との兼ね合い） 13

成果

課題



令和６年度までの「部活動の在り方検討委員会」での協議

１ 少子化の中でも、将来にわたり子供たちがスポーツ
や文化芸術等に継続して親しむ環境、機会を確保する。

２ 地域の持続可能で多様なスポーツや文化芸術等に親し
む環境を整備し、多様な体験機会を確保する。

目指す姿
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令和６年度までの「部活動の在り方検討委員会」での協議

１ まずは休日※１の活動を地域展開する。
（当面の間、平日は、学校部活動を継続）
→ 休日の活動は、希望参加とする。

２ 運営統括団体を設立し、コーディネーターを配置
する。

３ まずは市立中学校に設置されている部活動の種目
の地域クラブを設置することを目指す。

※１ 「休日」：週休日（土日）及び国民の祝日、年末年始の休日のこと

福島市における部活動地域展開の方向性
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令和６年度までの部活動の在り方検討委員会での協議

１ 持続可能な財政基盤の整備、人材確保

２ 休日部活動の地域展開の実施時期

３ 地域クラブ活動における責任の所在

４ 生徒、保護者、地域等への情報発信

推進上の課題

16



令和７年度 本市の現状

17



３７％減
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調査記録
なし

市立中・義務教育学校における常設部活動数

福島市教育委員会学校教育課調査 19



市立中・義務教育学校における運動部
中体連大会における合同チーム数推移

※ 令和７年度から支部中体連新人大会は廃止
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令和７年度　市立中学校　部活動設置状況

【運動部】 〇

一中 二中 三中 四中 岳陽 渡利 蓬莱 清水 信陵 北信 西信 大鳥 平野 西根 信夫 野田 吾妻 飯野 松陵 計

1 陸上 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9
2 水泳 〇 〇 〇 3
3 野球 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 18
4 ソフトボール 〇 〇 〇 〇 4

バスケットボール（男） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 17
バスケットボール（女） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 16
バレーボール（男） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10
バレーボール（女） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 18
ソフトテニス（男） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12
ソフトテニス（女） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13
卓球（男） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 16
卓球（女） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15
バドミントン（男） 〇 1
バドミントン（女） 〇 〇 〇 〇 4

10 サッカー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11
ハンドボール（男） 〇 〇 〇 〇 〇 5
ハンドボール（女） 〇 〇 〇 3

12 柔道 〇 〇 2
13 剣道 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

種目数 11 4 8 8 7 6 6 9 9 10 4 4 7 3 11 7 5 3 9 131

部活動数 16 7 12 11 9 9 8 12 13 15 5 5 9 4 16 10 9 5 12 187

【文化部】
一中 二中 三中 四中 岳陽 渡利 蓬莱 清水 信陵 北信 西信 大鳥 平野 西根 信夫 野田 吾妻 飯野 松陵 計

1 吹奏楽部・管弦楽部 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 14
2 合唱部 〇 〇 〇 3
3 美術部 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13
4 パソコン・情報部 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11
5 科学部 〇 〇 〇 〇 〇 5
6 その他 1 3 1 1 1 1 2 1 1 12

部活動数 5 3 3 4 3 2 2 3 5 7 1 1 2 1 5 3 2 2 4 58
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１年 ２年 ３年 計

生徒数 1837 1995 2008 5840

吹奏楽部・管弦楽部 185 142 140 467

合唱部 11 6 13 30

美術部 123 145 162 430

パソコン（情報）部 85 76 114 275

科学部 21 23 25 69

文化部 12 14 16 42

文芸部 2 8 4 14

家庭部 13 22 23 58

美術・家庭部 10 4 14 28

生活科学部 8 7 7 22

生活文化部 7 6 9 22

囲碁・将棋部 3 3 4 10

演劇部 2 4 5 11

制作部 12 16 19 47

1525 26%

未加入者 197 217 284 698 12%

常
設
文
化
部

合計

１年 ２年 ３年 計

生徒数 1837 1995 2008 5840

陸上 76 82 69 227

水泳 13 14 17 44

野球 109 140 107 356

ソフトボール 7 22 7 36

バスケットボール（男） 101 110 142 353

バスケットボール（女） 81 70 81 232

バレーボール（男） 74 80 83 237

バレーボール（女） 153 176 107 436

ソフトテニス（男） 99 95 78 272

ソフトテニス（女） 62 105 97 264

卓球（男） 114 105 83 302

卓球（女） 65 67 71 203

バドミントン（男） 5 15 7 27

バドミントン（女） 41 44 39 124

サッカー 77 95 90 262

ハンドボール（男） 35 29 43 107

ハンドボール（女） 11 11 9 31

柔道 4 6 5 15

剣道 19 36 34 89

3617 62%

合計

常
設
運
動
部

585

673

536

505

151

138

令和７年度 市立中・義務教育学校 部活動別人数

運動部 ３，６１７人（６２％）
文化部 １，５２５人（２６％）
未加入 ６９８人（１２％） 22



福島市における地域クラブ活動推進について

実態調査アンケート

１ 調査期間

令和７年５月１６日（金）～令和７年５月３０日（金）

２ 調査対象

回答率回答数（件）
対象数
（全数）

回答方法対象

９５．６%4001人（件）４１８４人

アンケートフォーム
（WEB）による回答

市立小学校・義務教育
学校に在籍する５・６
年生児童

８５.６%３２８３人（件）3８３１人

市立中学校・義務教育
学校に在籍する
１（７）・２（８）年
生生徒

１５８２人（件）

市立中学校・義務教育
学校に在籍する
１（７）・２（８）年
生生徒の保護者

40.3%３００人（件）７４４人
〇市立中学校・義務教
育学校に勤務する教職
員 23



福島市における地域クラブ活動推進について

基本目標（案）

子どもが、やりたい活動を自分で選択して活動ができ
るよう、スポーツ・文化芸術活動の場を「学校部活動」
から「地域クラブ活動」へ転換し、地域資源（ひと・も
の・こと）を生かし、持続可能なスポーツ・文化芸術活
動の環境を整備する。

【出典】スポーツ庁
「令和５年度から休日の部活動の地域連携・地域移行が始まります」24



福島市における地域クラブ活動推進について

１ 生涯に渡ってスポーツや文化芸術活動に親しむことができる
地域環境の整備

・市全体でスポーツ・文化芸術活動を活性化する。
・教育的意義を継承した地域クラブ活動を推進する。

２ さまざまな実施主体による地域クラブ活動の展開
・地域クラブ活動統括団体を設置する。

・地域クラブ立ち上げのための伴走支援を行う。
・既存のクラブや民間事業者・企業、大学等の参入を促し、多様な活動を展開する。

３ 指導者の確保と質の向上
・人材バンクの構築により、地域指導者を確保する。
・地域指導者としてクラブでの指導を希望する教職員のために兼職兼業制度を整備する。
・登録指導者を対象等に研修を行い、安全で適正な指導の質を確保する。

４ 活動場所・環境の整備
・公認地域クラブを対象とした公共施設利用料の減免等を行う。
・公認地域クラブを対象に、公立学校施設を優先的に利用できるように各種制度の整備を検討する。

基本方針（案）
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福島市×福島市教委

地域クラブ活動
運営統括団体

地域指導者
（教職員含）

登 録
見守りｻﾎﾟｰﾀｰ
（教職員含）

各種競技・文化団体
市スポーツ協会

スクールサポート企業
関係各課

スポーツ振興公社
学習センター

ふくしまっ子アカデミー
等…

連 携

週末合同練習会等の
開催

体験型イベント企画

水 金

部活動(学校教育の一環)

クラブ
(社会教育)

民間クラブ

その他クラブ

趣味や学習・・・・活動時間・活動日数の検討
・生徒の自主的・自発的な参加
による部活動の推進

市公認

地域クラブ

・市施設の減免利用
・指導者・見守りｻﾎﾟｰﾀｰ紹介
・ポータルサイトへの登録
・指導者向け研修

公
認
登
録

活
動
支
援

（新規立上げ）

地域クラブ
★部活動ガイドラインに準じた

活動（土・日のいずれかで３
時間程度の活動）

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
運
営

市公認地域クラブ紹介

部活動指導員の拡充

地域全体での持続可能な多世代スポーツ・文化芸術活動環境の構築

ふくしま型地域クラブ活動

※教職員：兼職兼業

※土日に部活動として参加する大会の場合は、
校長の許可のもと部活動として活動

学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

休日の活動を自由
に選択できるよう
にする

情報収集

26

STEP.1

STEP.2 休日に加え、平日放課後の活動も自
由に選択できるようにする。

月 火 木 土 日

放課後の過
ごし方の変
化



国は、「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドラ
イン（令和４年１２月 スポーツ庁・文化庁）」において、「地域の実情等に応じて可
能な限り早期の実現を目指すこと」としている。
また、「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」最終とりまと

めにおいては、「休日については、次期改革期間内※１に、原則、全ての学校部活動にお
いて地域展開の実現を目指す」としている。

※１ 「改革実行期間」（前期：令和８～１０年度 ⇒ 中間評価 ⇒ 後期：令和１１～１３年度）

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

改革推進期間（3年目） 改革実行期間（前期）

推進計画策定 公表

統括団体設置準備 公認地域クラブ・地域指導者募集

準備が整った地域クラブから活動開始

２学期以降

休日学校部活動終
了(大会等に学校部活動と

して参加する場合を除く)

地域クラブ活動
完全実施

ポータ
ルサイ
ト開始

競技団体・文化団体主催の合同練習会等の拡充（種目数・回数）

今後のスケジュール（案）

27
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福島市地域クラブ活動推進協議会 今後の日程

第２回 令和７年１０月２７日（月）
時間：１５時～１６時３０分
場所：福島市市民センター（予定）

第３回 令和８年 ２月６日（金）
時間：１５時～１６時３０分
場所：福島市市民センター（予定）


